
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

1999年　第 7号
BRANCH 　SPIRIT 275

北日本支部一「東日本支部
一
中部支部一

関西支部
一
西日本支部一九州支部

生物工学会は全国6支部か ら構成されてい ます6BRANOH 　SPIRIT は、文字通 り各支部の精神が

伝わっ てくるページで曳 各支部へ の こ意晃、こ腰 望をお待ちして いますb

東日本支部
’99

研 究 所 紹 介

理化学研究所微生物系統保存施設 σCM ）

鈴　本　健
一

朗

　理化学研究所法に 基づ き，「科学技術 に 関する総合的

な試験研究を行う」 た め に設立 された理化学研究所 （理

研）は科学技術庁傘下の 特殊法人で，非常に 広範囲の 自

然科学と工学の 研究を対象として い る．最近 で は 兵庫県

の 播磨 に 大型放射光施設を建設する
一
方 ， ラ イ フ サ イ エ

ソ ス
，

バ イ オ テ ク ノ ロ ジー分野の 研究に もウ ェ イ トがお

か れ，i3年ほ ど前 か ら始ま っ て い る フ ロ ソ テ ィ ア 研究 シ

ス テ ム をは じめ ，脳科学研究セ ソ タ
ー

（伊藤正男所長），

ゲ ノ ム 科学研究 セ ン ター （和田昭允所長）な ど，新研究

所を設立する規模で の プ P ジ ェク トが立ち上が っ て い る

（http：／／www ．riken ．g。．jp）．　JCM 設立 の背景は ， 公的な微

生物系統保存施設の 必要性を訴えた 日本学術会議の 勧告

などに 基づ き， 理研が ラ イ フ サ イ エ ソ ス 研究支援部門の

ひ とつ と し て 1981年に ラ イ フ サ イ エ ソ ス 培養生物部を設

立 し，当時駒形和男東大教授を部長 （併任）と して 迎え

入れ，Japan　Collection　ofMlcroorganisms （JCM）とい う

名称をい ただ い て 微生物の 収集 ， 保存 ， 分譲の 業務を開

始 した こ とに始まる．以来，放線菌を含む細菌，古細菌，

酵母，糸状菌を対象に ，現在約 10
，
000株の 微生物が公式

に 登録され，本年初頭に発行した カ タ ロ グに は約6000株

が分譲対象株 として 収載され て お り， 年間約3000株が分

譲されて い る．また ， これ らの 菌株情報 は イ ン タ
ー

ネ ッ

トで も公開され て い る （http：〃www ．jcm．riken ．go．jp）
　1999年 4 月，理研は研究支援部門の 強化 の た め の 改組

を行い ， 6 つ の 基盤研究部が発足 した．そ の 中で ，微生

物系統保存施設 σCM ）は 生物基盤研究部 の 業務 と し て

位置づけ られ，中瀬崇部長の もと， 微生物系統保存室 （室

長 ： 著者）と微生物分類室 （室長 ： 辨野義己）に よ っ て

運営され て お り，10名の 職員を中心 に ，業務委託，研究

協力員， ボ ス ドク など合わせ て 30余名が業務と研究 に携

わ っ て い る．理研筑波研究セ ン ター
に ある細胞開発銀行

（R．CB ）は ， 遺伝子基盤研究部 （日下部守昭部長 ）細胞

材料開発室 （大野忠夫室長）が運営 して い る．

　生物 の 種 （species ）の 分類学的基準は動物や植物 の 命

名規約 で は標本とされ て い るが，細菌で は ，国際細菌命

名規約に 基づ き，生 きた培養物 （］iving　culture ）を種の基

準株 として 公的な機関に寄託する こ とが義務付けられ，

微生物系統保存機関（カ ル チ ャ
ー

コ レ ク シ ョ ン ）の 重要性

が明確に された．生きた レ フ ァ レ ソ ス 菌株を公的に供給

す る系統保存事業は ， 分類学の た め ば か りで は な く，論

文で発表された研究成果を保証し，追試を可能に す る シ

ス テ ム と して 不可欠 の 存在と考えて い る，本学会の 会誌

や大会の プ ロ グ ラ ム で は ，
バ イ オ テ ク ノ ロ ジー

の 分野 で

微生物は 幅広 く活躍 して い る．米国 で ATCC が大 き く

なっ た の は 微生物学者が ATCC に微生物を 寄託 し ， 分

譲を受けて利用する こ とで み ん なで育て て きた こ とに よ

る と こ ろ が大きい と聞く，ま た，ゲ ノ ム の 全塩基配列 の

解明 され た微生物 の 需要 は 多く，共通の 材
．
料を使 うこ と

が研究を よ り先 に進め る 上 で重要である こ とを如実に 示

して い る．日本の 研究者が寄託，分譲い ずれ に も国内の

カ ル チ ャ
ー

コ レ ク シ
ョ

ン を積極的に利用する こ とで 多様

な遺伝子資源を共有 して活用し，
一

歩先行した研究をす

る足が か りに して い ただける こ とを期待 した い ．

　われわれは 1995年より科学技術庁多国間型振興調整費

に よ り国内26研究機関とア ジ ア 8 力 国 との 共同 プ ロ ジ ェ

ク ト 「ア ジ ア に お け る微生物研究ネ ッ ト ワ
ー

ク 」を実施

し，熱帯か ら砂漠まで ア ジ ア の 多様な 自然環境か ら興味

凍結保存用液体窒素 タ ン ク
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深い新規微生物 の 探索とその 分類学 の 国際共同研究を行

うとともに 国際 カ ル チ ャ
ー

コ レ ク シ
ョ

ン ネ ッ トワ
ーク構

想を進め て い る．こ の よ うな活動は ， 生物多様性条約 の

時代の 微生物 の 国際流通を考え る うえで意義深い と考え

て い る．

　カ ル チ ャ
ーコ レ ク シ

ョ
ン に とっ て ，寄託 し て くだ さる

研究者 も分譲を受け て使用 し て くだ さる 研 究者 も ユ ー

ザ ーと して 重要な存在で ある ．微生物研究者が研究材料

の 流通 と標準化の ため に カ ル チ ャ
ーコ レ ク シ

ョ
ソ を利用

し，保存機関で管理 され て い る微生物が生物資源 ， 遺伝

子資源 とし て い っ そう活用される た め に皆様か らの ご意

見が い た だければ幸い である，

メル シ ャ ン   研究所

恒　川 博

　弊社 は 1934年 の 創業以来， ワ イ ン を中心 とする ア ル

コ
ール 飲料を コ ア ビ ジ ネ ス と して ，抗生物質 ・制 ガ ソ 剤

な どの 医薬か ら魚餌などの飼料ま で幅広い 領域で 事業を

展開して い ます．すべ て の 事業領域 に 共通す る技術基盤

は
“
発酵 とバ イオ テ ク ノ 卩 ジ

ー”
で あ り，そ の 意味で 日

本生物工 学会 と共 に 歩 ん で ぎた感があります．

　主な研究組織は，若者に 人気 の 高い 湘南の 地 ， 神奈川

県藤沢市 に 在 り，中央研究所，酒類技術 セ ン タ ーお よび

生産技術セ ソ ターか らで きて い ます．J リーグの ジ ュ ビ

ロ 磐田で有名な静岡県磐田市に は 生産技術 セ ン タ
ー

の パ

イ ロ
ッ ト設備があ り，

ス ケ
ー

ル ア
ッ

プ 研究を担当 して い

ま す．

　酒類技術 セ ソ タ
ー

で は ，ブ ドウな どの 植物組織培養，

醸造酵母 の 遺伝的育種，香味成分の 分析，酒 の 熟成機構

の 解明などの 研究を通し伝統的な醸造技術の更な る改良

に 取 り組 ん で い ます．研究員に とっ て は新 しい タ イ プ の

ア ル コ
ール 飲料を開発する こ とも重要な使命で す．女性

の 間で爆発的に ヒ
ッ

ト し低ア ル コ ール 飲料の 草分け とな

っ た 「ピー
チ ツ リー

フ a ズ」は，お洒落で 女性 も楽しめ

る お 酒を開発した い とい う女性研究員の 熱意が結実した

もの で す．
“

ワ イ ソ は高級で特別な時に だけ飲む もの
”

とい うイ メ ージ を打破 した い と考えた研究員の 熱意は，

醸造法改良を通して 品質の 良 い 低価格 ワ イ ン 「ボ ソ マ ル

シ ＝ 」 「ビス ト P 」 の 開発に つ な が り，今日の ワ イ ソ 事

業拡大 の 原動力とな りま した ．さ らに ポ リ フ ェ ノ
ール の

持つ 健康促進効果 に い ち早 く着 目 し，
ポ リ フ ェ ノ

ー
ル 含

量の 高い ワ イ ソ の商品開発に も成功 しま した．こ れ らの

商品開発成功の裏に は ， 醸造を熟知する だけ で は な く，

常に ソ ム リエ 並 の 鋭敏な味覚 ・嗅覚を鍛え よ うとする研

究員の 日々 の 努力が ， そ れ がた とえ赤提灯で あ っ た と し

て も， 在 っ た こ とは疑い あ りまぜ ん．

　ペ ニ シ リソ 発酵 ・グル タ ミ ソ 酸発酵で ス タ ートし，抗

生物質 ・制ガ ソ 剤製造に つ なが っ た 微生物培養技術は 生

産技術 セ ン タ
ー

の 重要な基盤技術で あり，多くの 培養工

学，遺伝子工学 ， 応用微生物の専門家が活躍して い ます．

し か し ， 単純な発酵生産が国内で コ ス ト的に 成立し えな

い 時代を反映 して，生産技術セ ン タ
ー

の 構成員に 占め る

有機合成化学者の 比率が どん どん増えて い ます，さらに

最近は 治験薬 GMP の 法制化もあ り，サ ン プ ル 調製の 品

質保証に 携わ る研究員の 構成比が増えた こ とも特徴で

す，生産技術セ ン タ ーの 使命は ， 微生物機能と合成技術

の 複合化 に よ り最 も安価な製造プ ロ セ ス を確立する こ と

に あ ります．バ イ オ コ ン バ ージ ョ
ソ

， 特に水酸化反応を

普遍化して プ 卩 セ ス に 取 り組む こ とを大きな技術 目標 と

して お り，こ れ ま で に 動物用抗生物質や ビ タ ミ ソ D3 誘

導体の商品化に成功 して い ます．中央研究所 は新生理活

性物質の 探索と共 に ，弊社が得意 とす る放線菌の 遺伝子

組換え技術を進化工 学の 立場か ら応用する こ とを中心 に

研究を進め て い ます．

　弊社の 研究組織は どれ も20−40人規模で決して 大きな

もの で は あり ま せ ん が，それだ け に 相互間 の コ ミ ュニ

ケ
ー

シ
ョ

ン や人的交流は円滑で ，研究員が自己の 資質や

希望 に 応 じて 活躍場所を見 い だ せ る メ リッ
トがあ りま

す．また余暇 の レ ク レ ーシ
ョ

ン 活動 も活発で ， 年に
…度

の 社内旅行で は 3 研究所が
一

堂 に 会し大 い に お 酒を楽 し

み ながら
一

層の 交流を深め て い ます．

　 とは い え，組織規模的に やれる こ とは限られて お り，

円滑な研究活動に は外部研究機関との 連携が必須とな っ

て い ます．本稿で少しで もメ ル シ ャ ン の 研究開発活動に

ご興味を お持ち に な られ た方か らの ご連絡をお待ち す る

次第で す．

テ ニ ス 大会後の 懇親会に て ．中央が筆者
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